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研究情報の名称 絹由来タンパク質生理心のほ乳類細胞培養への適用 
概要  ほ乳類の細胞培養技術が、これまでになく注目されている。バイオ新薬は、糖鎖付与などの
ため、大腸菌ではなく動物細胞培養によって生産されている。また、細胞治療や再生医学でも、ヒト
由来細胞の体外培養がキーとなっている。このような場合、感染などの懸念のないこと、すなわち「安
全性」の維持がなにより重要である。ところが動物細胞培養では、牛胎仔血清（FBS）の添加が必須
となる場合が多い。しかし狂牛病の発生もあり、FBS を用いることは避けるべきだと考えられている。
 本研究では、セリシンを用いることで無血清培養の実現を目指した。「抗体医薬」生産のモデルと
して、抗体産生細胞であるハイブリドーマ細胞を、さらに「糖尿病の細胞治療」のモデルとして、ラ
ット膵島の体外培養を対象とし、検討した。いずれの場合も、セリシンが FBS を代替することができ
た。 
 さらに、セリシンを利用した、新規の細胞凍結液も開発している。 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
　　　　　近年の細胞工学の発展 
1.  バイオ新薬：細胞培養による医薬品生産 
2.  再生医工学：ヒト細胞を体外培養し、患者に移植
ニーズ 
１．感染のない、安全な細胞培養技術 
２．細胞の安定供給のための凍結保存
　従 来 型 の 因 子 
ウシ血清や牛アルブミン 
動物細胞培養で、有効な因子 
狂牛病 (BSE)などの懸念
　セ リ シ ン ～ 新規因子 
絹精製過程(精練)の廃棄物 
耐熱性 (滅菌容易) 
昆虫由来、ヒトへの感染なし 
　　カイコは、家畜として数千年の歴史 
　　絹糸は、外科手術で利用
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